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野
上
裕
生

歴
史
的
視
点
で
見
た
二
〇
〇
八
年
の
貧
困
削
減
と
開
発
協
力

2008年の開発途上国をめぐる回顧と最近の動向
　

一
九
九
八
年
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
が
ア
ジ
ア
人

と
し
て
初
め
て
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
に
与
え
ら

れ
た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た
が
、
貧
困

削
減
と
開
発
協
力
と
い
う
課
題
に
照
ら
し
て
ど
ん

な
進
展
が
あ
っ
た
の
か
、
い
ま
一
度
開
発
協
力
の

原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
、

一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
貧
困
削
減

と
開
発
協
力
の
動
き
の
歴
史
的
意
味
を
考
え
て
み

た
い
。

●
歴
史
の
発
展
と
反
復

　

二
〇
〇
八
年
の
歴
史
的
位
相
を
見
る
た
め
に
、

開
発
協
力
五
〇
年
あ
る
い
は
六
〇
年
の
歴
史
を

一
〇
年
ご
と
に
見
て
み
よ
う
（
表
１
参
照
）。
歴

史
の
中
で
は
同
じ
よ
う
な
事
件
が
反
復
し
て
起
こ

る
こ
と
が
随
分
あ
る
。
経
済
学
で
も
一
〇
年
程
度

の
景
気
循
環
と
い
う
形
で
反
復
が
見
ら
れ
る
。
し

か
し
歴
史
は
同
じ
よ
う
な
現
象
が
反
復
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
が
質
的
に
変
化
し
て
い
る
発
展
と
い
う
側

面
も
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
歴
史
の
発
展

と
反
復
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
捉
え
る
枠
組
み

と
し
て
五
〇
年
か
ら
六
〇
年
の
景
気
循
環
の
長
期

波
動
（
マ
ル
ク
ス
主
義
者
、
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
の

理
論
で
提
唱
さ
れ
た
）に
注
目
す
る
人
も
い
る（
参

表１　開発協力と貧困削減の年表
年 事　　　　　　項 開　発　研　究

1948年� 関税及び貿易に関する一般協定（GATT）発効（参考文献④,p.663）
ECLA（ラテンアメリカ経済委員会）設立（２月25日）（参考文
献④,p.663）
ヨーロッパ復興計画（マーシャルプラン）成立、対外援助法成
立（４月３日）（参考文献④,p.663）

1958年 第１回アフリカ独立諸国会議決議（４月22日）（参考文献
⑤,pp.4-5）
ソ連、アラブ連合と経済技術協力協定調印（米ソの援助競争激化）
（参考文献④,p.664）
日本の対インド第１次円借款供与交換公文締結（参考文献
④,p.664）

A.�Hirschman,�The�Strategy�of�Eco-
nomic�Development .� J.Tinbergen,�
The�Design�of�Development.

1968年 第２回UNCTAD総会開催（GNPの１%援助目標等で合意）（参
考文献④,p.667）
マクナマラ世銀総裁就任（４月）（�参考文献④,p.667）

G.�Myrdal,�Asian�Drama.��

1978年� アルマ・アタ（旧ソ連、現在のカザフスタン）でWHOとUNI-
CEF共催の「プライマリー・ヘルスケアに関する会議」開催（９月）

1988年 第14回先進国首脳会議（トロント・サミット）で後発開発途上
国債務救済で合意（６月19日）（参考文献④,p.674）
パリ・クラブ（西側債権国会議）、最貧国の公的債務軽減のため
の新しい救済策で最終合意（10月４日）（参考文献④,p.674）
世界気象機関（WMO）と国連環境計画（UNEP）の共催によっ
て「気候変動に関する政府間パネル」（IPCC）設置（11月）�

J.�Bhagwati,�“Poverty�and�Public�
Policy,”�World�Development,Vol.16,�
No.5.�

1998年 日本の「ODAに関する中期政策」が公表され（８月）、96年の
DAC新開発戦略の重視、「顔の見える援助」等が提唱される。

1998年�センのノーベル経済学賞受
賞、世界銀行の“Assessing�Aid”
で援助の効果を左右する要因として
ファンジビリティが注目される。

2008年 ５月横浜で第四回アフリカ開発会議開催（参考文献⑧,p.3）
７月北海道洞爺湖サミットで2050年までに温室効果ガス排出
量半減などの長期目標の共有などが合意される（『朝日新聞』
2008年９月24日、水曜日朝刊４面）
９月25日、2015年の達成期限の折り返し点を過ぎたミレニア
ム開発目標（MDGs）の課題を各国の首脳や経済界の代表が協
議するハイレベル会合が国連本部で開催される（『朝日新聞』
2008年９月27日、土曜日朝刊10面）
10月1日、国際協力機構（JICA）、国際協力銀行（JBIC）の円
借款部門と統合（『朝日新聞』2008年９月24日、水曜日朝刊３面）

（出所）�参考文献④、国際開発ジャーナル社『国際協力用語集（第３版）』国際開発ジャーナル社、2004年、絵所秀紀・山崎幸治
編『開発と貧困』アジア経済研究所、1998年等から筆者作成。

第
１
部　

二
〇
〇
八
年
の
国
際
協
力
を
振
り
返
る
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考
文
献
③
、
六
～
七
ペ
ー
ジ
）。
そ
こ
で
「
貧
困

削
減
と
開
発
援
助
」
の
歴
史
を
五
〇
年
か
ら
六
〇

年
の
枠
組
み
に
よ
る
「
歴
史
の
発
展
と
反
復
」
で

見
て
み
た
い
。
た
と
え
ば
今
年
五
月
横
浜
で
第
四

回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
が
開
催
さ
れ
た
が
（
参
考

文
献
⑧
、
三
ペ
ー
ジ
）、
ち
ょ
う
ど
六
〇
年
前
の

一
九
四
八
年
に
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
が
成
立
し
、

一
〇
年
後
の
一
九
五
八
年
第
一
回
ア
フ
リ
カ
独
立

諸
国
会
議
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
る
（
四
月
二
二

日
）（
参
考
文
献
⑤
、
四
～
五
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
は

初
代
ガ
ー
ナ
大
統
領
ン
ク
ル
マ
の
提
唱
に
よ
っ
て

ガ
ー
ナ
の
首
都
ア
ク
ラ
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
の
会
議
で
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
団
結
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
立
的
な
開
発
経
路
を
開
拓
し
て
い
く

こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
一
九
五
八
年
に
は

テ
ィ
ン
バ
ー
ゲ
ン
が
『
経
済
開
発
の
設
計
』（J. 

Tinbergen, The D
esign of D

evelopm
ent, Johns 

H
opkins Press

）
を
公
刊
、
ま
た
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン

が
『
経
済
発
展
の
戦
略
』（A.O

.H
irschm

an, The 

Strategy of E
conom

ic D
evelopm

ent, Yale U
ni-

versity Press

）
を
公
刊
し
、
開
発
経
済
学
の
創

成
期
と
な
っ
た
年
で
も
あ
る
。
ま
た
今
年
は
京
都

議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
の
最
初
の
年
（
二
〇
〇
八

年
か
ら
二
〇
一
二
年
）
で
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
地

球
温
暖
化
問
題
が
一
九
八
八
年
の
ト
ロ
ン
ト
会
議

で
国
際
的
な
政
治
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
か
ら

二
〇
年
目
に
あ
た
る
（
参
考
文
献
①
、
五
〇
ペ
ー

ジ
）。一
九
八
八
年
に
は
世
界
気
象
機
関（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）

と
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
の
共
催
に
よ
っ

て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
」（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
も
設
置
さ
れ
た
（
一
一
月
）（
参
考
文

献
⑦
、一
〇
四
ペ
ー
ジ
）。
国
連
開
発
計
画
の
『
人

間
開
発
報
告
二
〇
〇
七
／
二
〇
〇
八
』
も
気
候
変

動
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

●
貧
困
削
減
と
社
会
開
発
へ
の
注
目

　

貧
困
削
減
に
開
発
協
力
の
比
重
が
移
る
に
従
っ

て
「
社
会
開
発
」、「
社
会
セ
ク
タ
ー
」
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
契
機
に
な
っ
た
の
は
、

四
〇
年
前
の
一
九
六
八
年
に
世
界
銀
行
総
裁
に
就

任
し
た
マ
ク
ナ
マ
ラ
の
時
期
に
提
案
さ
れ
た
「
人

間
の
基
本
的
な
必
要
」（Basic Hum

an Needs

＝
Ｂ
Ｈ
Ｎ
）
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に

は
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
が
『
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
』

（G
.M

yrdal, A
sian D

ram
a, Tw

entieth C
entury 

Fund

）
の
よ
う
な
著
作
を
公
刊
し
、
開
発
経
済
学

の
あ
り
方
に
反
省
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
か
ら

一
〇
年
後
の
一
九
七
八
年
、
旧
ソ
連
の
カ
ザ
フ
共

和
国
の
ア
ル
マ
・
ア
タ
（A

lm
a-A
ta

）
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
国
際
会
議
が
開

催
さ
れ
、
そ
こ
で
の
一
〇
カ
条
か
ら
な
る
「
ア
ル

マ
・
ア
タ
宣
言
」
は
今
日
の
社
会
開
発
を
考
え
る

上
で
の
重
要
な
一
歩
と
な
っ
た
（
参
考
文
献
⑥
、

七
一
～
七
四
ペ
ー
ジ
）。
そ
の
中
で
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
自
助
と
自
決
の
原
則
に

従
っ
て
、
科
学
的
で
あ
る
と
同
時
に
地
域
社
会
に

適
し
た
技
術
の
利
用
、
地
域
社
会
や
個
人
の
参
加

等
を
重
視
し
た
利
用
し
や
す
い
医
療
・
保
健
を
目

指
す
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
（
参
考
文
献

⑥
、
七
一
～
七
四
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
よ
う
な
思
想

に
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
注
目
さ
れ
た
「
人
間
の

基
本
的
な
必
要
」
等
の
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

●
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ・
ア
プ
ロ
ー
チ
の

一
〇
年

　

貧
困
削
減
の
第
一
段
階
は
「
貧
困
層
」
を
認
定

す
る
基
準
を
決
め
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
貧
困
線

所
得
を
決
め
た
り
、
あ
る
い
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

や
「
子
ど
も
」、「
障
害
者
」
と
い
っ
た
社
会
的
弱

者
の
基
準
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
貧
困

を
所
得
で
考
え
る
場
合
、
国
家
や
社
会
を
越
え
る

普
遍
的
な
基
準
で
見
る
絶
対
的
視
点
と
、
国
や
社

会
の
中
で
個
人
が
占
め
る
相
対
的
な
位
置
に
注
目

す
る
相
対
的
視
点
が
あ
る
。
貧
困
を
評
価
す
る
次

元
に
は
所
得
や
財
の
消
費
に
注
目
す
る
見
方
と
、

差
別
に
注
目
す
る
社
会
的
視
点（「
社
会
的
排
除
」）

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ど
の
側
面
に
注
目
す
る
か
に

よ
っ
て
、「
貧
困
削
減
」
の
方
法
も
、「
貧
困
層
」

に
焦
点
を
当
て
た
直
接
支
援
策
（
あ
る
い
は
財
政

的
な
措
置
）
を
重
視
す
る
見
方
と
、
経
済
全
体
の

成
長
を
重
視
す
る
「
貧
困
層
を
支
援
す
る
成
長
」

（Pro-poor grow
th

）
の
見
方
に
分
類
で
き
る

（
以
上
は
『
国
際
協
力
用
語
集
（
第
三
版
）』
国
際

開
発
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
七
六
～

一
七
七
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）。
こ
の
よ
う
な
問
題
設

定
は
、
一
九
八
八
年
に
公
表
さ
れ
た
バ
グ
ワ
ッ

テ
ィ
の
「
貧
困
と
公
共
政
策
」
と
題
す
る
論
文
で

提
案
さ
れ
た
枠
組
み
（
貧
困
削
減
へ
の
「
直
接
的

ル
ー
ト
」
と
「
間
接
的
ル
ー
ト
」）
に
ま
で
遡
る

こ
と
が
で
き
る
（
参
考
文
献
②
、
一
八
五
～

一
八
八
ペ
ー
ジ
）。
バ
グ
ワ
ッ
テ
ィ
の
議
論
は

一
九
五
〇
年
代
の
経
済
開
発
重
視
と
一
九
七
〇
年

代
の
「
人
間
の
基
本
的
な
必
要
」
等
を
総
合
し
た

特 集特 集
2008年の開発途上国をめぐる回顧と最近の動向
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も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
の
ど
れ
に
も
、

と
に
か
く
「
貧
困
層
」
と
い
う
人
た
ち
が
社
会
の

中
に
存
在
し
て
い
て
、
社
会
全
体
の
助
け
を
求
め

て
い
る
、
と
い
う
仕
組
み
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
人
間
の
状
況
は
多
様
で
あ
る
か
ら
、「
貧

困
線
」
よ
り
も
高
い
所
得
の
あ
る
人
と
低
い
所
得

し
か
な
い
人
と
で
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
。
貧
困
線
以
上
の
所
得
が
あ
っ

て
も
病
気
や
障
害
が
あ
れ
ば
総
合
的
な
生
き
方
の

質
は
低
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
貧
困
を
見

る
に
は
、
所
得
や
消
費
で
は
な
く
、
現
実
に
人
間

に
な
に
が
で
き
る
か
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

の
か
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
セ
ン
は
「
ケ

イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
呼
ん
だ
。
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

と
い
う
複
眼
的
な
視
点
で
見
る
こ
と
で
、「
貧
困

層
」
と
い
う
特
殊
な
人
た
ち
が
欠
落
し
た
も
の
を

補
う
、
と
い
う
意
味
の
「
開
発
」
の
見
方
を
幾
分

相
対
化
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

セ
ン
の
見
方
は
、
開
発
や
発
展
を
見
る
場
合
に

は
、
人
間
活
動
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
あ
る
所
得
や
消

費
、
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
有
無
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

に
よ
っ
て
最
終
的
に
人
間
に
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
（
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
）
と
い
う
「
帰

結
」
あ
る
い
は
「
成
果
」（outcom

e

）
に
注
目

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
解
釈
で
き
る
の
で
、

こ
れ
は
開
発
協
力
へ
の
「
成
果
主
義
」
の
流
れ
に

沿
っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

●
開
発
協
力
と
成
果
主
義

　

セ
ン
の
思
想
は
「
貧
困
削
減
に
お
け
る
成
果
と

は
何
か
」
と
い
う
問
題
に
答
え
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
成
果
重
視
」
あ
る
い

は
「
成
果
主
義
」
の
発
想
の
現
在
の
開
発
協
力
へ

の
浸
透
は
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。
い
ま
か
ら
一
〇

年
前
、
一
九
九
八
年
に
世
界
銀
行
が
『
有
効
な
援

助
』（
参
考
文
献
⑪
）
と
い
う
報
告
書
を
出
し
た

こ
と
は
重
要
な
一
歩
と
な
っ
た
。
こ
の
報
告
書
は
、

援
助
は
よ
い
政
策
が
実
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
環

境
の
下
で
な
ら
有
効
で
あ
る
こ
と
、
援
助
は
十
分

な
政
策
を
実
行
し
て
い
る
低
所
得
国
に
向
け
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
を
提
示
し
た
。
こ

れ
は
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
援
助
が
減
少
し
て

い
く
中
で
援
助
の
新
し
い
根
拠
を
与
え
よ
う
と
し

た
注
目
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
報
告

書
は
「
概
観
」
で
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
行
っ
て

い
る
。
ま
ず
資
金
援
助
は
良
い
政
策
環
境
の
下
で

有
効
に
作
用
す
る
。
資
金
援
助
は
健
全
な
経
済
運

営
を
行
っ
て
い
る
低
所
得
国
に
絞
っ
て
効
果
的
に

行
う
べ
き
で
あ
る
。
政
策
改
革
支
援
の
た
め
の
援

助
は
確
か
な
改
革
者
の
政
策
改
革
努
力
を
促
進
す

る
た
め
に
供
与
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
受

益
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
功
確
率
を
高
め
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
成
果
主
義
」
の
流
れ
を
受
け
て
、

国
連
や
国
際
機
関
は
二
〇
一
五
年
ま
で
の
貧
困
削

減
を
目
標
に
し
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」

（M
illennium

 D
evelopm

ent Goals

＝
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
今
年
は
そ
の
折
り

返
し
点
で
あ
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
は

二
〇
〇
〇
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
ミ
レ
ニ
ア

ム
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
ミ
レ
ニ

ア
ム
宣
言
」
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
九
九
五
年
の
世
界
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の

議
論
等
の
流
れ
を
受
け
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の

撲
滅
、
②
普
遍
的
初
等
教
育
、
③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
と
女
性
の
地
位
向
上
、
④
幼
児
死
亡
率
の
削
減
、

⑤
妊
産
婦
の
健
康
改
善
、
⑥
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、

マ
ラ
リ
ア
そ
の
他
の
疾
病
の
蔓
延
防
止
、
⑦
環
境

的
持
続
性
の
確
保
、
⑧
開
発
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ

ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
包
括
的
課
題
を
実
現
す
る
に
は
貧
困
削
減
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
て
、
援
助
す
る
側
と

途
上
国
の
双
方
に
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
動
機
付
け
と
意
欲
）
を
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
た

と
え
ば
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
進
捗
状
況
を
検

討
し
た
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ジ
ェ

フ
リ
ー
・
Ｄ
・
サ
ッ
ク
ス
代
表
）
の
報
告
書
（
参

考
文
献
⑩
、
特
にpp.�9�-2�0

）
や
国
連
開
発

計
画
の
『
人
間
開
発
報
告
書
二
〇
〇
五
』（
参
考

文
献
⑫
で
紹
介
）
は
現
在
の
援
助
シ
ス
テ
ム
の
問

題
点
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
開
発
援
助

が
問
題
対
処
能
力
形
成
（capacity building

）

の
た
め
の
支
援
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
開
発

援
助
の
質
が
低
い
こ
と
、
被
援
助
国
に
と
っ
て
予

測
が
で
き
な
い
こ
と
、
問
題
対
処
能
力
や
制
度
の

構
築
よ
り
は
技
術
協
力
や
緊
急
援
助
に
比
重
が
置

か
れ
て
い
る
こ
と
、
ひ
も
付
き
で
あ
る
こ
と
、
な

ど
が
あ
る
。
し
か
し
バ
グ
ワ
ッ
テ
ィ
が
提
起
し
た

「
直
接
的
ル
ー
ト
」
と
「
間
接
的
ル
ー
ト
」
の
バ

ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
と
る
の
か
、
そ
の
中
で
の

開
発
援
助
の
役
割
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
と
思
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わ
れ
る
。

●
貧
困
線
の
両
側
の
連
帯

　

セ
ン
は
人
間
の
多
様
性
に
注
目
し
、
貧
困
へ
の

複
眼
的
な
見
方
を
示
そ
う
と
し
た
。
人
間
の
多
様

性
に
注
目
し
て
い
く
と
、「
貧
困
と
は
な
に
か
」、

「
貧
し
い
人
と
は
誰
か
」
と
い
う
問
い
に
は
決
定

的
な
解
答
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
ど
の
よ

う
な
基
準
で
設
定
さ
れ
た
「
貧
困
線
」
に
よ
る
人

間
の
区
分
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
仮
の
も
の
で
し

か
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
貧
困
線
」
の

上
と
下
の
両
側
に
い
る
人
た
ち
の
「
貧
困
線
」
を

越
え
た
連
帯
こ
そ
、
真
の
貧
困
削
減
に
は
必
要
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
近
「
連
帯
」
と
い
う
言
葉

が
開
発
協
力
の
分
野
で
聞
か
れ
る
理
由
の
一
つ
が

こ
れ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
国
連
開
発
計
画
の
『
人

間
開
発
報
告
二
〇
〇
七
／
二
〇
〇
八
』（
参
考
文

献
⑨
）
は
「
気
候
変
動
と
の
闘
い―

分
断
さ
れ

た
世
界
で
の
人
間
の
連
帯
」
と
い
う
題
名
を
持
つ

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
を
開
発
途
上
国
に

も
還
元
す
る
た
め
に
、航
空
券
に
「
国
際
連
帯
税
」

を
課
す
よ
う
に
試
み
て
い
る
国
も
あ
る
（『
朝
日

新
聞
』
二
〇
〇
六
年
七
月
一
日
、
土
曜
日
朝
刊
三

面
お
よ
び
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
五
月
一
一

日
、
金
曜
日
朝
刊
一
〇
面
）。
こ
の
よ
う
な
動
き

は
国
家
の
間
だ
け
で
な
く
、
市
民
社
会
で
も
広

が
っ
て
い
て
、非
営
利
組
織
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

を
中
心
に
「
連
帯
経
済
」
と
い
う
概
念
も
提
唱
さ

れ
て
い
る
（
西
川
潤
「
議
論
の
場
で
深
ま
る
交
易

―

ア
ジ
ア
連
帯
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
」

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
二
日
、
木

曜
日
朝
刊
二
七
面
）。
筆
者
と
し
て
は
、「
連
帯
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
今
後
一
〇
年
の
開
発
協
力
、
開

発
研
究
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
の
が
み　

ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

国
際
交
流
・
研
修
室
）
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